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緒 言

著者は第II報(1936)に 於 て此種の普通な型即ち8z己oo唇?z6α,薦鮮襯8,8Pθ 磁 玩Z68及 びoo偽 一

8p伽 α の遺傳につき報告 し,叉 第III報(1939)に 於 て之より稀なる型たる!oγ 動漁 及び

オ伊侃8勿θγ8蜘8磁 の遺傳につき報告 した。而 して之等は何れも常染色禮上にある複封因子に依 る

ことを述べた。 本文に於ては更に其後の研究によつて明かになつた稀なる型たる α襯oα(:Fig.

1-a,b)1)及 びg幅 脇(:Fig.1-f,g,h)2)に つ いて報告 しようと思ふ。

本論文を草す るに當 り御懇篤なる御指導 と御校閲を賜つ た駒井教授 に謝 し篤 く感謝の意を表

す。猫本研究の爲に研究補助費を賜つた日本學術振興會に掲 して も併せて謝意を表す る。

翅 鞘 斑 紋 の 記 載

本實 験中で取扱 つた斑紋型 に就いて次 に記載 す る。

α癩6α(:Fig.1一 の は翅鞘 の前縁,外 縁 に滑 つて黒色部 があ り,そ の内部 は紅色 を呈

す 。α翻 ω と8窃o翻 θαとのヘテ ロな る個禮 中には紅色部内 に8窃o翻 θαの黒黒占が現れ

る場合 もあ るが(:Fig.1-b),全 くホモ と匝別 のつか ない個禮 もある。

α∬〃ゲ翻8と α醐6α との ヘテ ロ(Fig.1-c)は α耀 ゲ麟8に 類似 して ゐるが,前 内,前

外 の爾紋 は極 めて小で,中 にはその一方或 は爾 方 と も浩失 して ゐる もの もある。叉前

内,前 外 の2紅 紋 を除 く他 の紅紋 の一部 が互ぴ に合着 して ゐ るもの も見 られ る。

!o殖c漁 と α繭cα とのヘテ ロ(Fig.1-d)は 黒 地 に前後 の2紅 紋 を有す る もので,

前 紋 の形 歌 は 磁 物8妙θ面 アα8磁 と ノo吻 漁 とのヘテ 叫 こ類似 してゐ るが,幾 分大型 に

して叉紋の内側上端 にある突 出部 は 一般 に小で ある。後紋 はsp協 α襯8と 同檬 であ

る。

加α%8惚師!α866α と α晒6α とのヘテ ロ(Fig.re)は:渉 伊㈱8"θ短fα8c盛α にi類似 してゐ

るが,紋 内 には決 して黒黒占が現れ ぬ事及 び紋 の内側 前方が多少訣 けて ゐる事等 に よつ

て琿別が出來 る。但 し中に は之 と全然匝別 する事 の出來ぬ もの もある・

1)1937霜11月14日 東京に於て雄 を1頭 探 集(著 者採集).

2)駒 井数授の命名に よる毛の にして,1937年7月16日 東 京に於て雌を1頭 探集(薯 者探 集)・
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9鰯 α(:Fig・1-f・9,h)は ・・%8P蜘 α に類似 して ゐるが,紋 の上部 中央 に孚 島歌突 出

部 が ある(Fig・1-9)。 中 に は突 出部延長 して翅鞘前 縁 まで達 してゐる もの》更 に延長

して前縁 に洛ぴ内折 してゐる も

の,樹 延長 してゐ る内縁 まで達

し更 に之 に滑 うて細 く延び る も

の(:Fig・1-f),或 は牛 島の先端

のみ を残 し,他 は黒 化 して ゐる

もの(:Fig.1-h)等 が ある。'尚

この型 に馬す る個禮 中 には翅鞘

の後部先端近 くに小紅 紋 を有す

るもの も見 られ る(Fig.1-f)。

g?磁 α と 甜00伽 θα とのヘテ ロの

個禮 中には紅紋 下部 中央が轡入

してゐ るもの もあ るが,ホ モの

9Z磁 α には決 して轡 入 は出來 な

いO

g磁 伽 と α耀 幅協8と の ヘ テ 、ロ

はCO粥P碗 α と 傭 解 翻8と の へ

テ ロ(第II報,Fig.1-1,m)にi類 似 してゐるが,α 耀 ゲ擁8の 前内紋 の位置 に微小紅紋

を有す る もの もあ る。

9初6α ・と!9ゆ6幅 αとのヘテ ロはooη8μ 侃αと!oゆo②`Zα とのヘテ ロ(第III報 ・:Fig・

1-e)に 類 似 して ゐるが1儲 解翻8の 前内紋 の位置 に微 小紅紋 を有す る もの もあ る。

交 配 實 験

1.α π1εcoに 關 豊 る賓 験60η8p蜘 α と α卿 ゲ翻8と の ヘテ ロを α鰯oα にか ける時 は

Table1に 示 す如 く60粥P蜘 α,粥 卿 認拶8,及 び 僻解癩8と α癩6α との ヘテ ロの3型

を凡 そ2:1:1の 比 に出す。

Table 1 Aulica (~ ) x heterozygote of conspicua and axyridis (a )
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α卿 併鰯8と αz`Z60α との ヘ テ ロに8秘oo伽 θα を 交 配 し た と こ ろ,Table2に 示 す 如 く

制 解 翻8と αz`伽α と を 同 数 つ つ 出 した 。

帥ち α翻oα 因子 は從來研究 した諸型の因子帥 ちP・ ・P今P8・Pσ・翠 及 びP塑 と同 じ

複樹 因子群 に属す る事 明か であ る。叉 α繭6α は8粥 磁 θαに封 しては優性,60η8卿 襯

に封 して は劣性 で ある:事も分 る。

8②`0翻θα にi封してヘテ ロのs脚6励 伽 と α耀 ゲ鰯8と 編 蜘 とのヘテ ロとを交配 し

た ところ,Table3・ に 示す如 く8Pθ66αbiz68と 齢 解鰯8と の ヘテ ロ,8Pθo励 傭,α 耀 醐 ゼ8

及 び α醐oα を略 同数つつ 出 した。

從・つて α襯oα は:8Pθ磁 酬8に 封 し劣性 な る事 を知 る。

!o喰 磁 と α醐cα との交 配に於て,爾 型 と も8窃c翻 θαに樹 して ヘテ ロの場合 には,

Tabl64に 示 す如 く,アo吻zるZα,!o吻 漁 と α晒6α とのヘテ ロ,α醐6α 及び8初60伽 θαの

4型 を略同数つつ 出 した。

Table 2 Heterozygote of axyridis and allica (~ ) x succinea (a )

Table 3 Heterozygote of axyridis and aulica( ~2) x spectabilis(~ )
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transversifasciaとauZicaと の 交 配 に 於'V・て,爾 型 と もS2LCC2yLP(Zに 封 し て ヘ テ 廿の

場 合 に は:Table5に 示 す 如 く,transversefascia(蜘%8慨8蜘8磁 とauZicaと の ヘ テ ロ

も含 む),aulica,succineaの3型 を 凡 そ2:1:1の 比 に:出 した'。

磁9砂8"θ 獅!α8磁 とauzcaと の ヘ テ ロにaulicaを か け る時 は,Table6.に 示 す 如 く

transversefascia(transversefasciaとaulieaと の ヘ テ ロ も含 む)とaul2ca一 と を 略 同 藪 づ

ρ 出 し た 。

Table 4 Nos. 219, 220, forficula( ?) x aulica(a ); 
       aulica (~ ) x f or ficula (a )

No. 222,

Table 5 Nos. 207, 209, transversif ascia(~ ) x aulica(a ) ; 
        aulica (~ ) x transverse f ascia (a )

No. 210,
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蜘 η8慨8蜘8磁 と α癩Cα とのヘテ ロに8概 伽θαを交配 した ところ,

す 如 く,磁 η8㊨θ幅 アα8磁 と α醐0α とを略 同歎つつ 出 した。

Table7に 示

從 つて α醐6α は 磁 η8慨8蜘8磁 に封 して劣性 な る事 及び ホモの α襯6α が存 在す る

:事が わか る。

耶.9卿 如 に關 す着 實駿8鷹6伽 θα に封 してヘテ ロのgz磁 α にfo殖o幅 α と 側伽α

とのヘテ ロを交 配 した ところ,Table8に:示 す如 く,9協 αと、ノo吻 初Zαとめヘテ ロ,

60η8P蜘 α,ノo吻 ぬ 及び α襯6α の4型 を略 同.歎つつ 出 した。

Table 6 Aulica (~ ) x heterozygote of transversi f ascia and aulica (a )

Table 7 Succinea ( ) x heterozygote of transversif ascia and aulica (o )

Table 8 No. 230, heterozygote of f or ficula and aulica( f) x gutta(~ ) ; 
No. 234, gutta (~ ) x heterozygote of f orficula and aulica(a )
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興 伽 と アo吻 漁 とのヘテ ロ同士 の交配か らは,・Table9 .に示 す如 く,9¢磁α,9協 α

と ノo喰 漁 とのヘテ ロ及びfoゲ 伽 漁 を凡 そ1:2:1の 比 に出 した。

9膨 αと,!oゆ α磁 との今テ ロに8拐c翻 θα をか けた時 は:Table10に 示す 如 く,9襯 α

と プoゆωZα とを凡 そ ユ:1の 比 に出 した。

9窃 伽 と!0吻 漁 とのヘテ ロと α翻6α との交配か ら得 た00η8P蜘 α と

の交配か ちはg協 αと α癩6α とを略 同歎つ つ出 した(Tableユ1)6

8z`66伽 θα と

以 上のg鶴 αに關す る實験 に よつ て,g協 α因子 も亦 α醐6α 因子 と同檬 にp,PちPS,

po,Pぞ 及 びPTと 同 じ複封因子群 に厨す る事,ヰ モの9襯 αが存在 す る事,92磁 α と

α協cα とのヘテ ロは外 見上coηsp蜘 α と匠 別出來 なV・事等が わか る。

Table 9 Heterozygote of gutta and for ficula( f) x heterozygote of 

            gutta and f or ficula (a )

Table 10 Succinea ( ) x heterozygote of gutta and f or ficula (~ )

Table 11 Connpicua (~ ) x succinea ( a )
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spectabibisと α耀 ゲ翻8ど の ヘ テ ロにgutta、"とaulicaと の ヘ テ ロ(cousp,icua)を 交 配

し た と こ ろ,Table12に 示 す 如 く,oo%8P66鰯guttaと"axJridisと の ヘ テ ロ,「spectabilis

及 び 薦 解 翻8とaulicaと の ヘ テ ロ の4型 を略 同 数 つ つ 出 し た 。

conspicuaとaxJridisと の ヘ テ ロ にguttaを か け た 時 はTable13に 示 す 多 く,

60%8P蜘 αク9?轟 α とaxyridisと の ヘ テ ロ及 びaxyridisを 凡 そ2:1:1の 比 に 出 し た 。

從 つ てguttaとspectabilisと の ヘ テ ロ及 びconspzcuaとguttaと の ヘ テ ロ は 共 に

conspicuaとRA別 し難 き表 現 型 を表 は す 。

transversifusciaとguttaと の 交 配 に 於 て,爾 型 と もsuccineaに 封 し て ヘ テ ロの 場

合 に は,Table14に 示 す 如 く,g2ctta,conspicua,transversefascia及 びsuccineaを

1:1:1:1の 比 に 出 す 。

從 つ てguttaと'transtiersifasciaと の ヘ テ ロ'は外 見 上conspicuaとas別 出 來 なV・ 事

が わ か る 。

Table 12 No. 246, conspicua( ) x heterozygote of spectabil'is and axyridis( b) ; 
No. 251, heterozygote of spectabilis and axyridis ($ ) x conspicua ( l )

Table 13 Heterozygote of couspicua and axyridis(~ ) x gutta( b )
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Table 14 Nos. 221, 245, gutta (~ )) x transversi f ascia (a ) ; 
No.240,transversi f ascia (~ ) x gutta (a )

考 察

上述g)實 験結果により,次 の事 を知 り得た。

ユ.

guttaは 互 ぴ に軍性雑種:をなす。

2.

とua別 せ られ る事 が ある。

3.

モ とpR別 す る事が 出來 る。

4.

事 もある。

5.

出來 ぬ もの もある。

6.

出 來ぬ もの もある。

7.

8Z50翻 鴫 鶴 解 醐8,8Pθ0`ψ 伽,60η8P蜘 α,!0吻2φZα,transversifascia,auZca及 び

aulica及guttaは 何 れ もsuccineaに 封.し優 性であ る。但 し稀 にヘテ ・が ホモ

axyridisと α禰6α と の ペ テ ロ及forficulaどaulicaと の ヘ テ ロ は,夫 々 常 に ホ

transversifasciaとaul,一ica .と の ヘ テ ロ は,時 に はtransversifasciaとua別 出 來 ぬ

guttaとaxyridisと の 入 テ ロの 中 に:はconspzcuaと 傭 望 翻8『 と の ヘ テ ロ どau別

guttaとforfic2claと の ヘ テ ロ の 中 に はconspicuaとforficulaと の ヘ テ ロ とuQ別

consp2cuaとaulicaと の ヘ テ ロ,conspicuaとg2Uttaと の ヘ テ ロ,guttaと

spectabilisと の ヘ テ ロ.,guttaと 蜘%8慨8ザ α脇 α と の ヘ テ ロ及 びguttaとa2tilicaと の

ヘ テ ロ は 何 れ も外 見 上conspicuaとpw別 出 來 す 。 帥 ちconsp2cuaはaulica及 がg蜴 α

の 何 れ た 封 して も優 性 で あ る 。

8・spectabilisとauZieaと の ヘ テ ロ はspectabidisとR別 出 來 す 。 帥 ちspeetabiZis

はaulicaに 封 し優 性 で あ る 。

aulica及 びguttaに 樹 し,夫 々.Au及 びPGな る 因 子 符 號 を與 へ る と す れ ば,次

の8因 子 は 複 封 因 子 系 を構 成 し,常 染 色 禮 上k存 在 す る 。

p一 ヴ8窃6翻 θα 因 子(第II報).戸 一 柳 θ磁 碗zづ8因 子,(第:II報)

PA-uxyridis因 子(同 上).po一 一eonspieua因 子(同 上)
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.が 一forficula因 子(第III報),PAu-aulica因 子 〈本 報 告)

PT-transversifascia因 子(:第III報>IPσ 一9乞 磁 α 因 子(同 上) 、

從 つ て 表 現 型 と 因 子 型 との 關 係 を示 す と次 の 如 くに な る 。

aulica一.PquPAu,PAU,,・axyridisと ・aulicaの ヘ テ ロPA.PAu・forficulaとa2clica

と の ヘ テ ロP亙P亀transversefasciaとaulicaと の ヘ テ ローP望 ㌦P鵡.gutta-PG.PGJ

PUp.guttaとaxyridisと の ヘ テ ロ ー.PG.PA.guttaとforficulaと の ヘ テ ロ ー一PσPF.

c・脚 翻 α一PσP牲PCpσ,PσP8,』.Pゆ 望㌧PσP牲P望"P8,.Pｰ.P1.P`'P`'P`'.P馬PσP.

spec励 づzづ8-P8P4%,PβP8プPβP.

交

Dobzhansky;,Th.1924.Diegeographischeand .individuelleVariabilitatvonHarmonic

axyrid'isPall.inihrenWechselbeziehungen.Biol..Zbl.44:401-421.

星 野 安 春1936・ テ ン トウ ム シ 丑 卿 伽 傭 αaxyridisPallasの 遺 傳 學 的 研 究.(第II報)・ 遺 傳

雑'12:307-320.

星 野 安 春1939.テ ン トウ ム シgarmonia鰯 卿 捌8Dallasの 遺 傳 學 的 研 究(第III報).遺

傳 雑15:128-138.

Tan,C.C.andLi,J.C.1934.Inheritanceoftheelytralcolorpatternsoftheladybird

beetle,丑 αγ?ηo幅α α,xyridisDallas.Am'er.Na七.68:252=265。

                        Resume 

   In this report two more rare pattern types : aulica (Fig. 1-a, b) and gutta (new 
name proposed by Prof. T. Komai) (Fig. 1-f, g, h) are dealt with. Both of these 
are due to the factors (P4u = factor for aulica, PG = factor for gutta) belonging to 
the same allelomorphie series as conspicua, transversi f ascia, spectabilis, axyridis, 

f or ficula and succinea and behave as dominants to succinea. 
   The heterozygote of axgridis and aulica (PAP) (Fig. 1-e) and the heterozygote 

of f or ficula and aulica (PFPAu) (Fig. 1-d) can be distinguished as such from homo-
zygotes. The heterozygote of transversifascia and aulica (PTPAu) may be distin-

guished from transversi f ascia in that the spot has a concavity on the antero-median 
side (Fig. 1-e), though in some cases the heterozygote of transversi f ascia and aulica 
shows the same appenrance as transversi f ascia. The distinction between the hetero-
zygote of gutta and axgridis (PGPA) and the heterozygote of conspicus and axridis 

(PGPA) and that between the heterozygote of gutta and f or ficula (PGPF) and the 
heterozygote of conspicua and f or ficula (PCP) can often made by the fact that the 
spot is provided with an accessory speck on its antero-median corner, though the 
speck may be missing in some cases (see Report II, Fig. 1-1, m and Report III, Fig. 
1-e). The heterozygote of conspicua and aulica (PCPAu), the heterozygote of con-
spicua and gutta (PCP(), the heterozygote of gutta and spectabilis (PGPS), the hetero-
zygote of gutta and transversi f ascia (puPT) and the heterozygote of gutta and aulica 

(PGPAU) can not be distinguished from conspicua; the heterozygote of spectabilis and 
aulica (P2PAu) may shows the same appearance as spectabilis.


